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わたくしたち秦野市民は、丹沢の美しい自然のもとで、このまちの限りない発展に願

いをこめ、ここに市民憲章を定めます。

1 平和を愛する市民のまち、それは私たちの誇りです。
1 きれいな水とすがすがしい空気、それは私たちのいのちです。
1 健康ではたらき若さあふれるまち、それは私たちのねがいです。

1 市民のための豊かな文化、それは私たちののぞみです。

1 みんなの発言で住みよいまちを、それは私たちのちかいです。
（市民憲章は、秦野市の発展を願って昭和44年10月1日に制定）

市民憲章

市民憲章に謳われている、『私たちが目指す秦野
市の姿』を今後の人口急減・超高齢化による生産
人口が減少する中で私たちは実現できるのか？
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出典：国立社会保障・人口問題研究所「日本の将来推移人口」より

１ はじめに

日本の人口

２００８年 → １億２，８０８万人（ピーク年）以後、減少傾向に。

２０１３年 → １億２，７２５万人 ★ピークから約８０万人減少。

２０６０年 → ９，２８４万人？？ ★ピーク時の約７２．５％！

止まらない人口急減



１ はじめに
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「日本の将来推移人口」より

約３，５００万人のマイナス

止まらない人口急減

２０１７年

①平均寿命（ともに過去最高）

男性 ８１．０９歳

女性 ８７．２６歳

②合計特殊出生率 １．４３％

（前年から０．１ポイント低下）

③出生数 ９４万６，０６０人

（過去最小）

加速する超少子・高齢化

出典：厚生労働省「少子化社会対策白書」より



１ はじめに

人口の東京一極集中問題（東京への転入者の大半は、15～24歳の若者）

地域創生により是正を試みるが、歯止めがかからない。

若者の都会への流出・地方離れ



２ 秦野市の現状と課題
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2010年 約17万人

秦野市では、約6万人のマイナス

止まらない人口急減
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２ 秦野市の現状と課題

秦野市の人口ピラミッド

出典：秦野市「人口ビジョン」より

加速する超少子・高齢化
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２ 秦野市の現状と課題

・担い手不足による地域コミュニティの低下

今後、行政サービスの縮減で地域における世代間の助け

合いが重要になるなかで、地域活動が縮小すると・・

人口減少・少子高齢化で特に懸念すること

地域の魅力・にぎわいの低下により
地域衰退、住みよさの低下が心配される

何か対策はないか・・・



２ 秦野市の現状と課題

人口減少が進むことを前提に・・・

・推計値における生産年齢人口の

減少幅を縮小する

・生産年齢人口における年齢構成を若くする

対策の方向性

若者を増やし
地域の活性化

東海大学生に着目
新たな地域の担い手になってくれるのでは

・学生が秦野に求めているものは？
・何があれば秦野に住んでくれる？



２ 秦野市の現状と課題

秦野市の特色

・県内唯一の盆地で自然が多い

・地下水が豊富

・市内に駅が４駅ある

・市内及び周辺に大学があり、一人暮らしの学生が多い

・都会へ電車で約１時間、海や山、観光地などへも比較的近い

・大型スーパーやホームセンター、商店・店舗も点在

・

・

・



２ 秦野市の現状と課題

現在の居住形態

東海大学生にアンケートを実施

一人暮らし

45%
実家

46%

その他

9%

一人暮らし 実家 その他



２ 秦野市の現状と課題

（１）東海大学生の一人暮らし率

４５％（秦野市、または近隣市町に居住）

（２）東海大学の１学年当たり学生数

１学年当たり約５，０００人

→約２，５００人弱が、秦野または近隣市町で下宿？

東海大学生への積極的なアプローチを！！



２ 秦野市の現状と課題

卒業後の居住地

東海大学生にアンケートを実施

秦野

3%

秦野以外

97%

秦野 秦野以外



２ 秦野市の現状と課題
東海大学生にアンケートを実施
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秦野に住まない理由



２ 秦野市の現状と課題

秦野市への愛着

東海大学生にアンケートを実施

感じている

14%

感じていない

47%

どちらとも

言えない

39%

感じている 感じていない どちらとも

言えない



２ 秦野市の現状と課題

・地域の情報がないので秦野のことをよく知らない（回答４９人）

・街なかに賑わいがない、廃れている、活気がない（回答２６人）

・秦野市に愛着がないもしくはどちらでもない（８６％）

解決可能！！

秦野に住まない理由



３ 先進事例

（１） 大垣市 人口１６１，５６１人（Ｈ３０年９月３０日現在）
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「日本の地域別将来推計人口」



３ 先進事例

・シティプロモーション

ＰＲパンフレット、ＰＲグッズ、ＰＲマンガ、ＰＲビデオ、

ポータルサイト、ＰＲ広告（紙、インターネット）

・ＳＮＳ（ツイッター、インスタグラム）によるＰＲ

・移住相談会等への積極的な出展

・子育て支援を応援する取り組み

・産学官による就職支援

（２） 政策



３ 先進事例
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（３） 大垣市転入者・転出者の推移



４ 政策提案

～東海大学生定住促進プロジェクト～



４ 政策

企業等 秦野市

大学

秦野コン
シェルジュ

合同企業
セミナー

学生による
まちづくり

～東海大学生定住促進プロジェクト～

産・学・官による共同プロジェクト



４ 政策
（１）秦野コンシェルジュの設立

・ 定住・移住の情報発信

・ 定住・移住の相談受付

・ 定住・移住のサポート及びコーディネート

・ ライフプランニング

～東海大学生定住促進プロジェクト～



４ 政策

秦野コンシェルジュ
の活用について

東海大学生にアンケートを実施

利用したい

68%

利用したくない

32%

利用したい 利用したくない

（１）秦野コンシェルジュの設立

～東海大学生定住促進プロジェクト～



４ 政策
（２）秦野市主催合同企業セミナー（マッチング）の実施

ア 合同企業セミナー（マッチング）

・ 秦野市内及び近隣市町村企業による合同就職説明会

・ 東海大学内の総合体育館で開催

・ 社会人としての常識的な「着こなし」や「メイク」のコツを学ぶ

講座などを同時開催

・ 各分野に特化した説明会を実施

・ １、２年生を対象としたセミナーも実施

イ シティプロモーション

・ 不動産業者による物件等の紹介

・ 市内飲食店等による飲食コーナーの設置

・ 公共施設の利用券を配布

～東海大学生定住促進プロジェクト～



４ 政策
（３）大学生によるまちづくり

～東海大学生定住促進プロジェクト～

・ 大学生が提案したまちづくりを、市の政策に取り入れる

大学生＜ゼミ＞

週１回の講義（半年間）

提案発表会・審査会

優良提案の選定（３件）

市政へ反映

秦野市職員による講義
（各課から職員派遣）

秦野市大学生まちづくり
提案審査会

課題を理解し、現場に深く関わる → 秦野が好きに

フィールドスタディ
（現場を知る！）

・商業・農林、地域、ＮＰＯ、教
育、福祉など各分野の現場へ。
・ミーティングや飲み会（会合）
へ参加。「秦野の目指す姿」を、
本音で話し合う。
・学生や現場に夢を持たせ、モチ
ベーションを上げる。

＜委員の構成＞
内部職員（３）、大学教授
（２）、市内企業（２）、
地域（２）、公募委員（2）



４ 政策

・ シティプロモーション等の情報発信 秦野を知ってもらえる

・ 大学生によるまちづくり提案 秦野への認識が深まる

・ ライフプランニングの提供 秦野に住むメリットがわかる

・ 秦野市内・近隣企業への就職 職場に近いことがメリットに

（４）政策実施による効果

～東海大学生定住プロジェクト～

秦野に対する
意識が変わる
イメージアップ

秦野に住み
たくなる

共助の力で
地域コミュニティ

の活性化

地域力の向上

地域の魅力アップ

長期的な地域の
担い手が増える

秦野への愛着が生まれる
若者が住み
続けてくれる



５ 目標

【目標】
生産年齢人口の構成比の下げ幅

５年で１．４％減以内

出典：秦野市人口ビジョンより本班で作成

目指せ！年間１２７名の増
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本施策により期待する生産年齢人口の構成比の推移

生産年齢人口の減少を緩やかに！



６ おわりに

全国的な人口減少、少子高齢化。各自治体は、移住・定住に関連した

取り組みが積極的に行われている（自治体間の競合）

秦野の特性を生かした
取り組みを

地域コミュニティの
活性化だけではない

若者と共に地域活性化
市民憲章の実現

産学官の連携による東海大学生への定住アプローチはメリットが大きい。

税収源の確保、企業の人材確保、市内経済の活性化、教育・研究活動への
フィードバック等



６ おわりに
秦野市民憲章

わたくしたち秦野市民は、丹沢の美しい自然のもとで、このまちの限りない
発展に願いをこめ、ここに市民憲章を定めます。

1 平和を愛する市民のまち、それは私たちの誇りです。

1 きれいな水とすがすがしい空気、それは私たちのいのちです。

1 健康ではたらき若さあふれるまち、それは私たちのねがいです。

1 市民のための豊かな文化、それは私たちののぞみです。

1 みんなの発言で住みよいまちを、それは私たちのちかいです。

私たちの提言により、理想の実現が可能に！



ご清聴、
ありがとうございました。


